
年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目の目標：

２
学
期

【知識及び技能】
・確率の基本的な法則を理解する。
・組合せを利用して、確率を求め
る。
・排反事象や余事象の意味を理解
し、確率を求める。
・独立な試行や反復試行の意味を理
解し、確率を求める。
・条件つき確率の意味を理解し、確
率を求める。
・期待値の意味を理解し、求める。

【思考力、判断力、表現力等】　
・組合せや集合の考えを利用して、
いろいろな事象の確率を考察する。
・排反事象について、組合せを利用
して確率を考察する。
・余事象を利用して確率を求めるこ
とを考察する。
・独立な試行や反復試行の確率につ
いて、具体的な事象の確率を考察す
る。
・条件つき確率や乗法定理を利用し
て、具体的な事象の確率を考察す
る。
・期待値を意思決定に活用する。

【学びに向かう力、人間性等】
・具体的な事象の考察に、確率の考
えを利用して考える。
・実験を通して頻度の割合を求めた
りすることで、確率の意味を理解す
る。

 ２節　確率
　1．事象と確率
　2．いろいろな事象の確率
　3．独立な試行とその確率
　4．反復試行とその確率
　5．条件つき確率
　6．期待値

【知識・技能】
・確率の基本的な法則を理解している。
・組合せを利用して、確率を求めている。
・排反事象や余事象の意味を理解し、確率を
求めている。
・独立な試行や反復試行の意味を理解し、確
率を求めている。
・条件つき確率の意味を理解し、確率を求め
ている。
・期待値の意味を理解し、求めている。

【思考・判断・表現】　
・組合せや集合の考えを利用して、いろいろ
な事象の確率を考察している。
・排反事象について、組合せを利用して確率
を考察している。
・余事象を利用して確率を求めることを考察
している。
・独立な試行や反復試行の確率について、具
体的な事象の確率を考察している。
・条件つき確率や乗法定理を利用して、具体
的な事象の確率を考察している。
・期待値を意思決定に活用している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象の考察に、確率の考えを利用
して考えている。
・実験を通して頻度の割合を求めたりするこ
とで、確率の意味を理解している。

○ ○ ○ 28

態
配当
時数

○ ○ 26

思

１
学
期

【知識及び技能】
・集合の要素の個数について関係式
を理解し、補集合の要素の個数や和
集合の要素の個数を求める。
・和の法則・積の法則を理解し、そ
れぞれの法則を用いて場合の数を求
める。
・順列と組合せの考え方を理解し、
それらの総数を計算する。

【思考力、判断力、表現力等】
・和集合の要素の個数の関係を用い
て、具体的な事象を考察する。
・順列と組合せの考え方を利用し
て、条件のついた順列の総数や、い
ろいろな場合について考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・場合の数を求めるいろいろな方法
について、それぞれのよさを理解す
る。
・順列や組合せの考え方を利用し
て、身の回りの事象の場合の数を調
べる。

１章　場合の数と確率
 １節　場合の数
　1．集合と要素
　2．集合の要素の個数
　3．場合の数
　4．順列
　5．組合せ

【知識・技能】
・集合の要素の個数について関係式を理解
し、補集合の要素の個数や和集合の要素の個
数を求めている。
・和の法則・積の法則を理解し、それぞれの
法則を用いて場合の数を求めている。
・順列と組合せの考え方を理解し、それらの
総数を計算している。

【思考・判断・表現】
・和集合の要素の個数の関係を用いて、具体
的な事象を考察している。
・順列と組合せの考え方を利用して、条件の
ついた順列の総数や、いろいろな場合につい
て考察している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・場合の数を求めるいろいろな方法につい
て、それぞれのよさを理解している。
・順列や組合せの考え方を利用して、身の回
りの事象の場合の数を調べている。

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
数学Aにおける基本的な概念や原理・法則を体系的に理解して
いるとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的
に表現・処理したりすることができる。

不確実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起
こりやすさを判断する力、図形の構成要素間の関係などに着目
し、図形の性質を見いだし、論理的に考察する力、数学と人間
の活動との関わりに着目し、事象に数学の構造を見いだし、数
理的に考察する力を身に付けることができる。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え
数学的論拠に基づいて判断しようしている。
また、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとしている。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

前田、藤田

高校数学Ａ　新訂版（実教出版）

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて
事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

足立東高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2



合計

○

70

○ ○ 8

○ 8

【知識及び技能】
・円に内接する四角形の性質や四角
形が円に内接するための条件につい
て理解し、角の大きさを求めたり、
四角形が円に内接するか判断する。
・円の接線と接点を通る弦とのなす
角の性質について理解し、その角の
大きさを求める。
・円の接線の性質や方べきの定理に
ついて理解し、いろいろな線分の長
さを求める。
・２つの円の位置関係について理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・円に関するいろいろな図形の性質
や、それを導く過程を多面的に考察
する。
・2つの円のいろいろな位置関係に
ついて、半径や中心間の距離につい
て考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・中学校で学んだ内容をふり返りな
がら、円の性質の理解を深める。
・2つの円の位置関係と共通接線の
本数がどのようになるか調べる。

 ２節　円の性質
　1．円周角
　2．円と四角形
　3．円の接線
　4．方べきの定理
　5．2つの円

【知識・技能】
・円に内接する四角形の性質や四角形が円に
内接するための条件について理解し、角の大
きさを求めたり、四角形が円に内接するか判
断している。
・円の接線と接点を通る弦とのなす角の性質
について理解し、その角の大きさを求めてい
る。
・円の接線の性質や方べきの定理について理
解し、いろいろな線分の長さを求めている。
・２つの円の位置関係について理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・円に関するいろいろな図形の性質や、それ
を導く過程を多面的に考察している。
・2つの円のいろいろな位置関係について、半
径や中心間の距離について考察している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・中学校で学んだ内容をふり返りながら、円
の性質の理解を深めている。
・2つの円の位置関係と共通接線の本数がどの
ようになるか調べている。

○

３
学
期

【知識及び技能】
・角の２等分線と辺の比の関係を理
解し、線分の長さを求める。
・三角形の外心・内心・重心の性質
を理解し、それを用いていろいろな
角の大きさや線分の長さを求める。

【思考力、判断力、表現力等】
・角の２等分線と線分の比の式を導
く過程を考察する。
・三角形の外心・内心・重心の性質
を考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・中学校で学んだ内容をふり返りな
がら、三角形の性質の理解を深め
る。
・辺の長さと三角形の形状の関係
や、三角形の成立条件などについて
調べる。

２章　図形の性質
 １節　三角形の性質
　1．三角形の角
　2．三角形と線分の比
　3．三角形の外心・内心・重心

【知識・技能】
・角の２等分線と辺の比の関係を理解し、線
分の長さを求めている。
・三角形の外心・内心・重心の性質を理解
し、それを用いていろいろな角の大きさや線
分の長さを求めている。

【思考・判断・表現】
・角の２等分線と線分の比の式を導く過程を
考察している。
・三角形の外心・内心・重心の性質を考察し
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・中学校で学んだ内容をふり返りながら、三
角形の性質の理解を深めている。
・辺の長さと三角形の形状の関係や、三角形
の成立条件などについて調べている。

○


